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山崎甲子男 

62年前の小澤征爾さん 

早稲田大学創立 80周年記念フロイデハーモニー演奏会 

 
 

指揮者小澤征爾さん逝去 

世界的指揮者の小澤征爾さんが2月6日、心不全のため
亡くなられました。88歳でした。小澤さんは1973年からボスト
ン交響楽団の音楽監督を29年間務め、2002-2003年の
シーズンから2009-2010年のシーズンまでウィーン国立歌劇
場音楽監督を務めました。 
 
音楽界の至宝・小澤征爾さん 

人生の節目にご縁のあった指揮者 
 

 

音楽界の至宝・小澤征爾さんは私の人生の節目となる
時に縁のあった指揮者だった。 
1963年11月10日、大学3
年の時、私は初めてベートーベ
ン『第九』を歌った。27歳の小
澤さんは当時から「世界のオザ
ワ」として世に知られていた。
「早稲田大学創立80周年記
念フロイデハーモニー演奏会」 
(東京文化会館大ホール)で『第九』を小澤さんの指揮で
演奏することになり、ソリストは中澤 桂、中村浩子、中山
悌一など当代一流の声楽家、オーケストラは早大交響楽
団、コーラスはグリークラブや女声合唱団、混声合唱団など
学内6つの合唱団。リハーサルで400人の合唱メンバーの1
人が音を外したのを鋭く指摘した時の身震いするような緊
張感を今でも覚えている。小澤さんにとっても『第九』を振っ
たのはこの演奏会が初めてだった。 
 
 
 
 
 
 
 

 

10年後、釧路市に放送記者として赴任していた時に
STV主催で小澤さん指揮の新日本フィルの演奏会があっ
た。そのチケットを買いに訪れた笑顔の可愛い女性が後に
生涯の伴侶となる長子だった。「今購入した人の隣の席を
お願いします」。赤い糸の主は小澤さんだった。小澤さんの
ご冥福を心からお祈りいたします。 
 
小澤征爾さんは、満洲国奉天市生まれ。父小澤開作は歯
科医師、満洲国協和会創設者の一人で、同志で満洲事変
の首謀者となった板垣征四郎と石原莞爾から一字ずつ貰って
「征爾」と命名されました。 
1945年、長兄の小澤克己からアコーディオンとピアノの手ほ
どきを受けましたが、才能を認めた一家は、征爾に本格的にピ
アノを学ばせようと、横浜市の親類から安価に譲ってもらったピ
アノをリアカーに縛りつけ、父と長兄と次兄とで3日間かけて立
川市の自宅まで運搬したといいます。 

全日本男フェス 個人参加者追加募集 

全日本合唱連盟は、今年7月長野県で開催される全日
本男声合唱フェスティバルin松本への個人参加者募集を2
月15日まで延期しました。団体募集は終了しています。 

■7月13日(土) 13:30～17:30合
同合唱の練習／交流会、14日
(日)10:00～16:00各団体演奏
／合同合唱演奏など 
■講師と合同合唱曲︓ 
・伊東恵司︓多田武彦「わがふるき
日のうた」 
・広瀬康夫︓バーバーショップ 
・山脇卓也︓木下牧子「駱駝の瘤
にまたがって」 

■会場︓キッセイ文化ホール（長野県松本文化会館） 
 
 
■出演団体︓全国から28団体が参加します。 

コロナ禍に見舞われ中止を余儀なくされましたが、8年ぶりの
開催に漕ぎつけました。みなさんで盛り上げましょう︕ 

http://rkato.sakura.ne.jp/music/ongaku_hiroba_top.html
https://forms.gle/HA42rpi9kdu6QUjN6
https://www.matsubun.jp/

